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VRF Lite
データセンターファブリックの一部であるワークロードがWANまたはバックボーンサービ
スを介して外部ファブリックと通信する可能性がある場合、データセンターからの外部接続は

主要な要件です。North-Southトラフィックフローのレイヤ 3を有効にするには、データセン
ターの境界デバイスと外部ファブリックエッジルータ間で仮想ルーティングおよび転送イン

スタンス（VRF）Liteピアリングを使用します。

仮想拡張ローカルエリアネットワーク（VXLAN）イーサネット仮想プライベートネットワー
ク（EVPN）ファブリックでは、境界ルータまたは境界ゲートウェイルータにすることが可能
です。次のデバイスで VRF Liteを有効にできます。

•境界

•ボーダースパイン

•ボーダーゲートウェイ

•ボーダーゲートウェイスパイン

•ボーダースーパースパイン
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前提条件とガイドライン
• VRF Liteには、Cisco Nexus 9000シリーズと、Cisco Nexusオペレーティングシステム
（NX-OS）リリース 7.0(3)I6(2)以降が必要です。

• VXLAN BGP EVPNデータセンターファブリックアーキテクチャおよび NDFCを介した
VXLANオーバーレイプロビジョニングに関する知識。

•さまざまなリーフおよびスパインデバイスのアンダーレイおよびオーバーレイ構成、NDFC
を介した外部ファブリック構成、および関連する外部ファブリックデバイス構成（エッジ

ルータなど）を含む、完全に構成された VXLAN BGP EVPNファブリック。

• VXLAN BGP EVPNファブリック（および North-Southトラフィックフローの外部レ
イヤ 3ドメインへの接続）は、手動または NDFCを使用して構成できます。

このドキュメントでは、NDFCを介してファブリックをエッジルータ（ファブリック
の外部、外部ファブリックに向かって）に接続するプロセスについて説明します。し

たがって、NDFCを介してVXLAN BGP EVPNおよび外部ファブリックを構成および
展開する方法を知っている必要があります。

• VRF Liteは、物理イーサネットインターフェイスまたはレイヤ 3ポートチャネルで
有効にできます。VRFが拡張される各VRF LiteリンクのVRF拡張時にNDFCで作成
される物理インターフェイスまたはレイヤ 3ポートチャネルインターフェイス上の
サブインターフェイス。

• VRF Lite IFCを削除するには、IFCで有効になっているすべてのVRF拡張を削除します。
それ以外の場合は、エラーメッセージが報告されます。VRF Liteアタッチメントを削除
した後、ファブリックを再計算して展開し、保留中のレイヤ3拡張設定をすべて削除しま
す。これにより、デバイス上の VRFごとのサブインターフェイスおよび VRFごとの外部
ボーダーゲートウェイプロトコルの設定が削除されます。

• VXLAN VRFを作成するときは、以下の 3つのフィールドを確認してください。

• [ホストルートのアドバタイズ（Advertise Host Routes）]：デフォルトでは、VRFLite
ピアリングセッションの場合、非ホスト（/32または /128）プレフィックスのみがア
ドバタイズされます。ホストルート（/32または /128）を有効にして、境界デバイス
からエッジ/WANルータにアドバタイズする必要がある場合は、[ホストルートのア
ドバタイズ（Advertise Host Routes）]チェックボックスをオンにします。ルートマッ
プはアウトバウンドフィルタリングを行います。デフォルトでは、このチェックボッ

クスは無効になっています。

• [デフォルトルートのアドバタイズ（Advertise Default Route）]：このフィールドは、
VRFでネットワークステートメント0/0を有効にするかどうかを制御します。これに
より、BGPで 0/0ルートがアドバタイズされます。このフィールドは、デフォルトで
有効になっています。このチェックボックスをオンにすると、0/0ルートがファブリッ
ク内で EVPNルートタイプ 5を介してリーフにアドバタイズされ、そこでリーフか
らボーダーデバイスに向かうデフォルトルートが提供されます。
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• [スタティック0/0ルートの構成（Config Static 0/0 Route）]：このフィールドは、エッ
ジ/WANルータへのスタティック 0/0ルートをボーダーデバイスの VRFで設定する
必要があるかどうかを制御します。このフィールドは、デフォルトで有効になってい

ます。WAN/エッジルータが、VRF Liteピアリングを介してファブリック内のボー
ダーデバイスへのデフォルトルートをアドバタイズしている場合、このフィールド

を無効にする必要があります。

さらに、[デフォルトルートのアドバタイズ（Advertise Default Route）]フィールド
を無効にする必要があります。外部ボーダーゲートウェイプロトコルを介してアド

バタイズされる 0/0ルートは、追加の構成を必要とせずに、EVPNを介してリーフに
送信します。外部のファブリック外ピアリング提供のための eBGPを使用した、ファ
ブリック内のクリーンな iBGP EVPN分離が必要です。デフォルトでは、このチェッ
クボックスはオンになっています。

サンプルシナリオ
次のセクションでは、VRF Liteを設定するためのさまざまな使用例について説明します。

•自動 VRF Lite（IFC）設定

• Cisco Nexus 9000ベースのボーダーと Cisco Nexus 9000ベースのエッジルータ間の VRF
Lite

• Cisco Nexus 9000ベースのボーダーとシスコ以外のデバイス間の VRF Lite

• Cisco Nexus 9000ベースのボーダーと非 Nexusデバイス間の VRF Lite

これは、管理モードでの Cisco ASR 9000ベースのエッジルータの一般的な使用例です。

自動 VRF Lite（IFC）設定
ガイドライン

•自動 IFCは、Cisco Nexusデバイスでのみサポートされています。

• Cisco ASR 1000シリーズルータおよび Cisco Catalyst 9000シリーズスイッチはエッジルー
タとして構成できます。

構成するには、VRF Lite IFCをセットアップし、Easyファブリックでボーダーデバイス
として接続します。

• Cisco ASR 9000シリーズルータは管理対象モードのエッジルータとして設定できます。

•外部ファブリックのデバイスが Nexus以外の場合は、IFCを手動で作成する必要がありま
す。
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•エッジルータに接続するインターフェイスでユーザーポリシーが有効になっていないこ
とを確認します。ポリシーが存在する場合、インターフェイスは構成されません。

•自動構成は、次の場合にサポートされています。

• VXLANファブリックのボーダーロールと、接続された外部ファブリックデバイスの
エッジルータロール

• VXLANファブリックのボーダーゲートウェイロールと、接続された外部ファブリッ
クデバイスのエッジルータロール

•ボーダーロールから直接別のボーダーロールへ

自動構成は、2つのボーダーゲートウェイ（BGW）間では
提供されません。

Note

他のロール間で VRF Liteが必要な場合は、NDFC Web UIを使用して手動で展開する必要
があります。

•外部ファブリックに設定を展開するには、外部ファブリック設定にある [ファブリックモ
ニタモード（Fabric Monitor Mode）]チェックボックスをオフにする必要があります。外
部ファブリックが [ファブリックモニタモードのみ（Fabric Monitor Mode Only）]に設
定されている場合は、そのスイッチには構成を展開できません。

Easyファブリック設定

VRF Liteを展開するモードは 4つあります。デフォルトでは、VRF Lite展開は手動に設定され
ています。以下のさまざまなモードで、要件に基づいて設定を変更できます。

• [手動（Manual）]：送信元デバイスと宛先デバイス間で VRF Lite IFCを手動で展開しま
す。

• [外部のみ（To External Only）]：外部ファブリックのエッジルータロールを持つデバイ
スに接続されているVXLANファブリックの境界リーフデバイスの各物理インターフェイ
スで VRF Lite IFCを設定します。

• [バックツーバックのみ（Back-to-Back Only）]：異なる VXLANファブリックの直接接続
された境界リーフデバイスインターフェイス間に VRF Lite IFCを設定します。

• [バックツーバックと外部（Back2Back&ToExternal）]：このオプションを使用して、モー
ド [外部のみ（To External Only）]および [バックツーバックのみ（Back-to-Back Only）]
の IFCを構成します。

NDFCリソース処理の場合、VRFLiteモードは [手動（Manual）]に設定されますが、デー
タセンター相互接続（DCI）サブネットが必要になります。

Note
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[手動（Manual）]モードは、ファブリック設定のデフォルトモードです。デフォルトモード
を他のモードに変更するには、ファブリック設定の [編集（Edit）]をクリックします。[リソー
ス（Resource）]タブで、VRF Lite展開フィールドを上記の自動設定モードのいずれかに変更
します。この例では、[外部のみ（To External Only）]チェックボックスがオンになっていま
す。

[自動展開両方（Auto Deploy Both）]：このチェックボックスは、対称 VRF Lite展開に適用さ
れます。このチェックボックスをオンにすると、自動作成された IFCの [自動展開フラグ（Auto
Deploy Flag）]が trueに設定され、対称VRF Lite構成がオンになります。このチェックボック
スは、[VRF Lite展開（VRF Lite Deployment）]フィールドが [手動（Manual）]に設定されて
いない場合にオンまたはオフにできます。選択した値が優先されます。このフラグは、新しい

自動作成 IFCにのみ影響し、既存の IFCには影響しません。

[VRF Liteサブネット IP範囲（VRF Lite Subnet IP Range）]：VRF Lite IFC展開の IPアドレス
は、この範囲から選択されます。デフォルト値は 10.33.0.0/16です。重複の可能性を避けるた
めに、各ファブリックに独自の一意の範囲があり、アンダーレイ範囲とは区別されていること

を確認してください。これらのアドレスは、リソースマネージャで予約されています。

[VRF Liteサブネットマスク（VRF Lite Subnet Mask）]：デフォルトでは、/30に設定されて
います。これは、ポイントツーポイント（P2P）リンクのベストプラクティスです。

Cisco Nexus 9000ベースのボーダーとCisco Nexus 9000ベー
スのエッジルータ間の VRF Lite

DC-Vxlan VXLAN EVPNファブリックはWAN-Vxlanクラウドに接続されています。次のトポ
ロジでは、WAN-Vxlanが表示されています。

Easyファブリックにはボーダーリーフのロールがあり、WAN-Vxlanクラウドにはエッジルー
タのロールを持つデバイスがあります。NDFCは、CDP/LLDPリンクディスカバリを使用して
トポロジの物理的および論理的な表現を示します。

VRF Lite
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この例では、DC-VxlanボーダーリーフとWAN-Vxlanエッジルータ間の VRF Lite接続を有効
にできます。

VRF Lite構成では、ポイントツーポイント（P2P）接続を介して、ファブリックのボーダーイ
ンターフェイスとエッジルータのインターフェイスの間で外部ボーダーゲートウェイプロト

コル（EBGP）ピアリングを有効にする必要があります。

ボーダーの物理インターフェイスは次のとおりです。

• eth1/1（border1-Vxlan上）、eth1/1（WAN1-Vxlan上）に向かうもの。

• eth1/2（border2-Vxlan上）、eth1/2（WAN1-Vxlan上）に向かう。

1. ボーダーとエッジルータ間のリンクを確認します。[LAN] > [ファブリック（Fabrics）]に
移動し、[DC-Vxlan]ファブリックをダブルクリックします。

[ファブリックの概要（Fabric Overview）]ウィンドウで、[リンク（Links）]タブをクリッ
クします。NDFCによって検出されたリンクが表示され、ext_fabric_setupポリシーが自動
的に割り当てられます。

2. VRFLite設定を確認するには、ファブリック名を選択し、[アクション（Actions）]> [編集
（Edit）]を選択します。

適切な [リンク（Links）]をクリックし、[アクション（Actions）] > [編集（Edit）]を選択
します。
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[リンクタイプ（Link Type）]：NDFC内の 2つの異なるファブリック間のファブリック間
リンクを指定します。

[リンクサブタイプ（Link Sub-Type）]：リンクのサブタイプを指定します。デフォルトで
は、VRF_LITEオプションが表示されます。

[リンクテンプレート（Link Template）]：リンクのテンプレートを指定します。VRF Lite
IFCのデフォルトテンプレートとして、ext_fabric_setupが表示されます。テンプレート
は、送信元インターフェイスと宛先インターフェイスをレイヤ 3インターフェイスとして
有効にし、no shutdownコマンドを計算して、それらのMTUを 9216に設定します。

VRF Lite
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送信元と宛先のファブリック、デバイス、およびインターフェイスは、CDP/LLDPディス
カバリに基づき、NDFCによって自動検出され、選択されます。

[一般パラメータ（General Parameters）]タブの、このタブのフィールドは次のとおりで
す。

[送信元 BGP ASN（Source BGP ASN）]：選択した送信元ファブリックの BGP ASN。

[送信元 IPアドレス/マスク（Source IP Address/Mask）]：IFCの送信元インターフェイス
であるEthernet1/1サブインターフェイスのVRF Liteサブネットプールのリソースマネー
ジャプールから、NDFCにより自動的に割り当てられた IPプール。この IFCを介して拡
張される各VRFに対してサブインターフェイスが作成され、一意の 802.1Q IDが割り当て
られます。ここで入力された IPアドレス/マスクは、BGPネイバー IPフィールド（以下
で説明）とともに、VRF拡張で作成され、上書きできるサブインターフェイスのデフォル
ト値として使用されます。

たとえば、802.1Q IDの 2は VRF CORPトラフィックのサブインターフェイス Eth 1/1.2に
関連付けられ、802.1Q IDの 3は Eth 1/1.3および VRF ENGに関連付けられます。

IPプレフィックスは、NDFCリソースマネージャで予約されます。トポロジで作成する
IFCごとに一意の IPアドレスプレフィックスを使用するようにしてください。

[宛先 IP（Destination IP）]：VRF Liteサブネットプールのリソースマネージャプールか
ら NDFCにより自動的に割り当てられた IPプールです。これは、デバイスの BGPネイ
バー IPです。

IFCの異なる VRFからのファブリック間トラフィックの例としては、同じ送信元 IPアド
レス（10.33.0.1/30）と宛先 IPアドレス（10.33.0.2）のものがあります。

[宛先BGP ASN（Destination BGP ASN）]：選択した宛先ファブリックのBGPASNです。

リンクMTU（Link MTU）：デフォルトは 9216です。

[自動展開フラグ（Auto Deploy Flag）]：ファブリック設定に基づいて選択されたデフォル
トの自動設定です。このノブは、ネイバー管理対象デバイスのネイバーVRFを自動設定し
ます。たとえば、WAN-Vxlan外部ファブリック内のエッジルータに VRFを自動的に作成
します。

[詳細設定（Advanced）]タブが [リンクプロファイル（Link Profile）]セクションに追加
されます。このタブのフィールドは次のとおりです。

• [送信元インターフェイスの説明（Source Interface Description）]

• [宛先インターフェイスの説明（Destination Interface Description）]

• [送信元インターフェイスのフリーフォーム構成（Source Interface Freeform Config）]

• [宛先インターフェイスのフリーフォーム構成（Destination Interface Freeform Config）]

[保存（Save）]をクリックして、設定を保存します。

3. ボーダーデバイスで VRFおよび VRF Lite拡張をアタッチするには、次の手順を実行しま
す。
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8

VRF Lite

Cisco Nexus 9000ベースのボーダーと Cisco Nexus 9000ベースのエッジルータ間の VRF Lite



a. [VRF（VRFs）] > [VRFアタッチメント（VRF Attachments）]タブをクリックしま
す。

b. [VRF名（VRF Name）]を選択し、[アクション（Actions）] > [編集（Edit）]をクリッ
クします。

[編集（Edit）]ウィンドウが表示されます。

c. 以下に示すように、[拡張（Extension）]フィールドの詳細を編集できます。

•ノブを [アタッチ（Attach）]に切り替えます。

• [拡張（Extend）]で、ドロップダウンリストから [VRF_LITE]を選択します。

• [拡張（Extension）]カードで、一度に 1つのスイッチを選択し、[編集（Edit）]
をクリックして、PEER_VRF_NAMEの詳細を入力します。これにより、ネイバー
デバイスに VRFが自動展開されます。

VRF Lite連続シナリオを拡張する場合、VRFはピアファブリック内にあり、VRF名は同
じである必要があります。VRFがピアファブリック内にない場合に、VRF Liteを拡張し
ようとすると、問題を示すエラーメッセージが生成されます。

Easyファブリックと外部ファブリックの間で VRF Liteを拡張する場合、VRF名は、送信
元ファブリックの名前と同じにすることも、デフォルト名、または別のVRF名と同じにす
ることもできます。PEER_VRF_NAMEフィールドに必要な VRF名を入力します。サブ
インターフェイスの子 PTI、外部ファブリックで作成される VRFおよび BGPピアリング
には、そこに入力される送信元の値があるため、ポリシーを編集または削除することはで

きません。

他のリンクについては、上記の手順に従ってください。

[編集（Edit）]ウィンドウで、[すべてアタッチ（Attach-all）]をクリックして、ボーダー
デバイスに必要な VRF拡張をアタッチし、[保存（Save）]をクリックします。
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4. VXLAN EVPN Easyファブリックで構成を再計算して展開するには、次の手順を実行しま
す。

[ファブリック（Fabric）]ウィンドウで、適切なファブリックをダブルクリックして、[ファ
ブリックの概要（Fabric Overview）]ウィンドウに移動します。[アクション（Actions）]>
[再計算と展開（Recalculate & Deploy）]をクリックします。

同様に、操作を実行し、必要な [VRF名（VRF Name）]を [VRFアタッチメント（VRF
attachments）]タブで選択し、[アクション（Actions）] > [展開（Deploy）]をクリックし
て、ボーダーデバイスで VRFおよび VRF Liteの構成を開始することもできます。

5. VXLAN EVPN Easyファブリックを再計算して展開するには：

[ファブリック（Fabric）]ウィンドウで、[アクション（Actions）] > [再計算と展開
（Recalculate and Deploy）]をクリックします。

同様に、VRFアタッチメントを選択して編集し、[展開（Deploy）]をクリックできます。
VRFおよび VRF Lite構成をボーダーデバイスにプッシュします。

6. 外部ファブリックで構成を再計算して展開するには、外部ファブリックを選択し、上記の
手順に従います。

Cisco Nexus 9000ベースのボーダーと Cisco以外のデバイ
ス間の VRF Lite

この例では、DC-Vxlanボーダーリーフと外部ファブリック内のシスコ以外のデバイスとの間
で VRF Lite接続を有効にする手順を示しています。

Ciscoは、外部ファブリックにデバイスをインポートする代わりに、デバイスのメタ定義を使
用することを推奨しています。これにより、Easyファブリック内のCisco Nexus 9000管理ボー
ダーデバイスをVRFLite構成により拡張できます。NDFCは宛先のCisco以外のデバイスを管
理しません。宛先デバイス上で関連する VRF Lite設定を設定する必要があります。

1. ボーダールータとエッジルータの間に新しい IFCリンクを作成します。

a. [ファブリック（Fabrics）]ウィンドウで、ファブリックをダブルクリックします。

[ファブリックの概要（Fabric Overview）]ウィンドウが表示されます。

b. [リンク（Links）]タブに移動します。[リンク（Links）]タブで、[アクション
（Actions）] > [新しいリンクの作成（Create New link）]をクリックします。

[新しいリンクの作成（Create New link）]ウィンドウが表示されます。
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c. ウィンドウに次の必須パラメータを入力します。

• [リンクタイプ（Link Type）]：ファブリック間リンクを選択します。これは、
NDFC内の 2つの異なるファブリック間の IFCです。

• [リンクサブタイプ（Link Sub-Type）]：デフォルトでは、VRF_LITEオプション
が表示されます。

• [リンクテンプレート（Link Template）]：VRF Lite IFCのデフォルトテンプレー
トである ext_fabric_setupが表示されます。このテンプレートは、送信元インター
フェイスと宛先インターフェイスをレイヤ 3インターフェイスとして有効にし、
no shutdownコマンドを設定して、それらのMTUを 9216に設定します。

• [送信元ファブリック（Source Fabric）]：送信元ファブリックを選択します。こ
れは、Cisco Nexus 9000ベースのボーダーデバイスが存在する Easyファブリック
です。

• [宛先ファブリック（Destination Fabric）]：任意の外部またはクラシック LAN
ファブリックを選択します。モニターモードにもなります。

• [送信元デバイス（Source Device）]：送信元デバイスを選択します。これは Cisco
Nexus 9000ベースのボーダーデバイスです。

VRF Lite
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• [宛先デバイス（Destination Device）]：これで、「メタデバイス定義」を作成でき
ます。任意の名前を入力して、[作成（Create）]をクリックします。たとえば、
「non-cisco」です。

• [送信元インターフェイス（Source Interface）]：Cisco以外のデバイスが接続され
ているボーダーデバイス上のインターフェイスを選択します。

• [宛先インターフェイス（Destination Interface）]：これで、「メタデバイスイン
ターフェイス」を作成できます。任意のインターフェイス名を入力して、[作成
（Create）]をクリックします。たとえば、「gig1」、「tengig1/10」、「eth1/1」
は有効なインターフェイス名です。

[一般パラメータ（General Parameters）]タブには、次のフィールドがあります。

• [送信元 BGP ASN（Source BGP ASN）]：選択した送信元ファブリックの BGP
ASN。

• [送信元 IPアドレス/マスク（Source IP Address/Mask）]：IFCの送信元インター
フェイスである Ethernet1/5サブインターフェイスの IPアドレスとマスクを提供
します。この IFCを介して拡張されるVRFごとにサブインターフェイスが作成さ
れ、一意の 802.1Q IDが割り当てられます。ここで入力された IPアドレス/マス
ク、および VRF拡張で作成される BGPネイバーの IPフィールド（以下で説明）
は、サブインターフェイスのデフォルト値として使用されるもので、上書きでき

ます。

たとえば、802.1Q ID 2は VRF CORPトラフィックのサブインターフェイス Eth
1/5.2に関連付けられ、802.1Q ID 3は Eth 1/5.3および VRF ENGに関連付けられま
す。以下も同様です。

IPプレフィックスは、NDFCリソースマネージャーで予約されます。トポロジで
作成する IFCごとに一意の IPアドレスプレフィックスを使用するようにしてく
ださい。

• [宛先 IP（Destination IP）]：VRFLiteサブネットプールのリソースマネージャー
プールからNDFCにより自動的に割り当てられた IPプールです。これは、デバイ
ス上の BGPネイバー IPです。

例として、同じ送信元 IPアドレス（10.33.0.1/30）と宛先 IPアドレス（10.33.0.2）
を持つ IFCの異なる VRFからのファブリック間トラフィックがあります。

• [宛先BGP ASN（Destination BGP ASN）]：選択した宛先ファブリックのBGPASN
です。

•リンクMTU（Link MTU）：デフォルトは 9216です。

• [自動展開フラグ（Auto Deploy Flag）]：宛先デバイスが Nexus以外、Cisco以外
であるため、適用されません。

[詳細設定（Advanced）]タブには、適切な詳細を入力します。タブには以下のフィー
ルドがあります。
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• [送信元インターフェイスの説明（Source Interface Description）]

• [宛先インターフェイスの説明（Destination Interface Description）]

• [送信元インターフェイスのフリーフォーム構成（Source Interface Freeform
Config）]

• [宛先インターフェイスのフリーフォーム構成（Destination Interface Freeform
Config）]

2. [保存（Save）]をクリックして、記載されているパラメータを使用して新しいリンクを作
成します。

3. ボーダーデバイスに VRFおよび VRF Lite拡張をアタッチするには、[DC-Vxlan]ファブ
リックをダブルクリックします。[ファブリックの概要（Fabric Overview）]ウィンドウ
で、[VRF] > [VRFアタッチメント（VRF Attachments）]に移動し、次の図に示すように
詳細を編集します。

[すべてアタッチ（Attach-all）]をクリックして、ボーダーデバイスに必要な VRF拡張を
アタッチし、[保存（Save）]をクリックします。

4. VXLAN EVPN Easyファブリックで構成を再計算して展開するには、[ファブリック
（Fabric）]ウィンドウで適切なファブリックをクリックします。

[ファブリックの概要（Fabric Overview）]ウィンドウで、[アクション（Actions）]> [再計
算と展開（Recalculate & Deploy）]をクリックするか、[VRF]> [VRFアタッチメント（VRF
attachments）]に移動し、VRFアタッチメントを選択して編集し、[展開（Deploy）]をク
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リックします。これにより、ボーダーデバイスで VRFおよび VRF Lite構成が開始されま
す。

Cisco Nexus 9000ベースのボーダーと非Nexusデバイス間
の VRF Lite

この例では、DC-Vxlanボーダーリーフと外部ファブリック内の非 Nexusデバイス間の VRF
Lite接続を有効にできます。

Cisco NDFCリリース 12.0.1aより前は、ASR 9000はモニターモードの外部ファブリックに対
してのみサポートされていました。リリース 12.0.1aから、ASR 9000は、エッジルータのロー
ルを持つ管理モードでサポートされます。

サポートされているプラットフォームは次のとおりです。

• ASR 9000

• NCS 5500

• ASR 8000

外部ファブリックの IOS-XRスイッチでは、外部ファブリックで構成されたCiscoNexusスイッ
チと同様に、構成コンプライアンスが有効になります。NDFCは展開の最後に構成をプッシュ
します。

VXLAN BGP EVPNボーダーデバイスがアクティブであることを確認します。（注）

手順

ステップ 1 [LAN] > [ファブリック（Fabrics）]に移動して、外部ファブリックを作成します。3

ステップ 2 [ファブリックの作成（Create Fabric）]ウィンドウで、適切な ASN番号を入力し、[モニター
モード（Monitor Mode）]をオフにし、[保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 [スイッチ]ウィンドウに移動し、[アクション]、[スイッチの追加]の順にクリックします。 >

ディスカバリ用の SNMP設定を使用して、IOS-XRデバイスに NDFCへの IPアドレ
ス到達可能性があることを確認します。

（注）

外部ファブリックに非 Nexusデバイスを追加する方法については、非 Nexusデバイスを外部
ファブリックに追加するを参照してください。

ステップ 4 [スイッチの追加（Add Switches）]ウィンドウで、[検出（Discover）]チェックボックスをオ
ンにし、[IOS-XR]を [デバイスタイプ（Device Type）]フィールドのドロップダウンリスト
から選択します。
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ステップ 5 ルータが検出されると、[検出結果（Discovery Results）]フィールドにスイッチ名が表示され
ます。

ステップ 6 検出されたルータを選択し、ファブリックに追加します。ステータス列で [検出ステータス
（Discovery Status）]が [OK]と表示されていることを確認します。エッジルータのロールが
サポートされます。

検出が成功すると、[リンク（Links）]タブでデバイス間のリンクを表示できます。

ステップ 7 Cisco Nexus 9000ボーダーリーフを使用して外部ファブリックの VRF Lite IFCを作成するに
は、リンクを選択し、[アクション（Actions）] > [編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 8 [リンクの編集（EditLink）]ウィンドウで、IFC作成に必要な詳細を入力します。一部のフィー
ルドのみ自動入力されます。

非 NX-OSデバイスの自動化の場合、展開フラグは適用されません。（注）

ステップ 9 VXLANボーダーデバイスで VRF Lite設定を拡張するには、[VRF] > [VRFアタッチメント
（VRFAttachment）]タブに移動し、VRF名を選択し、[アクション（Actions）]> [編集（Edit）]
をクリックして、VRF Liteとして拡張します。

ステップ 10 VXLANボーダーデバイスに構成を展開します。

ステップ 11 [ファブリック（Fabrics）]ウィンドウに移動し、外部ファブリックにルータがあることを確認
し、[VRF Lite BGPポリシーに適用（Apply to VRF Lite BGP policies）]をクリックします。

ステップ 12 [ポリシー（Policies）]タブに移動し、ポリシー ios_xr_base_bgpを追加し、必要な詳細を入力
して [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 13 別のポリシー ios_xr_Ext_VRF_Lite_Jythonを追加し、必要な詳細を入力して [保存（Save）]
をクリックします。

ステップ 14 IOS-XRルータに構成を展開します。

付録

Nexus 9000ボーダーデバイスの構成

テンプレート ext_base_border_vrflite_11_1によって生成された Border-Vxlan（ベースボーダー
構成）

switch configure terminal
switch(config)#
ip prefix-list default-route seq 5 permit 0.0.0.0/0 le 1
ip prefix-list host-route seq 5 permit 0.0.0.0/0 eq 32
route-map extcon-rmap-filter deny 10

match ip address prefix-list default-route
route-map extcon-rmap-filter deny 20

match ip address prefix-list host-route
route-map extcon-rmap-filter permit 1000
route-map extcon-rmap-filter-allow-host deny 10

match ip address prefix-list default-route
route-map extcon-rmap-filter-allow-host permit 1000
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ipv6 prefix-list default-route-v6 seq 5 permit 0::/0
ipv6 prefix-list host-route-v6 seq 5 permit 0::/0 eq 128
route-map extcon-rmap-filter-v6 deny 10

match ipv6 address prefix-list default-route-v6
route-map extcon-rmap-filter-v6 deny 20

match ip address prefix-list host-route-v6
route-map extcon-rmap-filter-v6 permit 1000
route-map extcon-rmap-filter-v6-allow-host deny 10

match ipv6 address prefix-list default-route-v6
route-map extcon-rmap-filter-v6-allow-host permit 1000

Border-Vxlan VRF Lite拡張構成

switch configure terminal
vrf context CORP
ip route 0.0.0.0/0 2.2.2.2

exit
router bgp 100
vrf CORP
address-family ipv4 unicast
network 0.0.0.0/0
exit

neighbor 2.2.2.2
remote-as 200
address-family ipv4 unicast
send-community both
route-map extcon-rmap-filter out

configure terminal
interface ethernet1/1.2
encapsulation dot1q 2
mtu 9216
vrf member CORP
ip address 2.2.2.22/24
no shutdown

configure terminal

WAN-Vxlan（外部ファブリックエッジルーター）VRF Lite拡張構成

switch configure terminal
vrf context CORP
address-family ipv4 unicast

exit
router bgp 200
vrf CORP
address-family ipv4 unicast
neighbor 10.33.0.2
remote-as 100
address-family ipv4 unicast
send-community both
exit

exit
neighbor 10.33.0.6
remote-as 100
address-family ipv4 unicast
send-community both

configure terminal
interface ethernet1/1.2
mtu 9216
vrf member CORP
encapsulation dot1q 2
ip address 10.33.0.1/30
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no shutdown
interface ethernet1/2.2
vrf member CORP
mtu 9216
encapsulation dot1q 2
ip address 10.33.0.5/30
no shutdown

configure terminal
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


